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研究成果の概要（和文）：定型学生、障害学生、専門職を対象に、面接、行動観察、パフォーマンス測定等を行
い、ブレンディドラーニングシステムのダイアログ原則（タスク適合性、自己記述性、利用者の期待への一致、
個別化適合性）、利用時品質特性（有効性、信用性、快適性、柔軟性、利用状況完全性）、利用時ワークロード
を検討した。その結果、ブレンディドラーニングシステムにおける利用者の期待への一致、個別化適合性等のダ
イアログ原則の問題が、信用性、快適性、柔軟性、利用状況完全性等の利用時品質における問題に関連している
こと、ダイアログ原則や利用時品質におけるこれらの問題が身体障害学生にとっての利用時ワークロードの要因
であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted interviews, behavioral observations, and performance-related 
measurements of typically developing students, students with disabilities, and disability 
professionals to investigate the dialogue principles (suitability for tasks, self-descriptiveness, 
conformity with user expectations, and suitability for individualization), quality in use 
characteristics (effectiveness, trust, comfort, flexibility, and context completeness), and mental 
workload of a blended learning system. The results suggest the following. First, the problems of 
dialogue principles in the blended learning system, such as conformity with user expectations and 
suitability for individualization, were related to the problems of quality in use such as trust, 
comfort, flexibility, and context completeness. Second, these problems of dialogue principles and 
quality in use were factors in the mental workload for students with physical disabilities.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の高度情報化社会では、ICT等を活用した個別性の高いeラーニングと、集合型学習とを組合せたブレンディ
ドラーニングが教育・学習に採用されることが多く、この傾向は将来的にも継続すると予想される。しかし、ブ
レンディドラーニングシステムの特別支援利用時の品質特性やダイアログ原則等は未検討であった。本研究の成
果は、こうした学術界における新しい一歩としての意義を有する。同時に、現実の教育・学習場面において我々
が直面している課題の一部の解決にも資する、実践的、社会的意義をも有する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1)インターネット利用は我々の生活に浸透し、インターネットを利用した e ラーニングも様々
な教育学習場面で活用されている。「いつでも受けられる」「どこからでも受けられる」「自分の
ペースで学習できる」「繰り返し学ぶことができる」と、e ラーニング利用者からの評価は良好
で、「これからも利用したい」との意見が多い。こうした時間、場所、反復に関する特性ゆえ、
e ラーニングは社会人学生の時間外・遠隔学習、留学生の反復学習、オンキャンパス学生のブ
レンディドラーニング（対面と e ラーニング等を併用した学習）など、多様な学生への学習支
援に成果をあげている。 

 

(2)障害のある学習者への面接・質問紙調査では、「反復学習用の授業ビデオや e ラーニング教
材の提供」「教室授業と同じ内容を独学するシステムの提供」等の e ラーニングやブレンディド
ラーニングによる支援の必要性が確認された。 

 

(3)障害のある学習者がブレンディドラーニングを利用するためには、ブレンディドラーニング
教材やシステムがアクセシブルでユーザブルである必要がある。障害のある学習者を被験者と
する分析の結果、広汎性発達障害者にとってのアクセシビリティとユーザビリティは高い機関
もあった。しかし、高等教育機関対象の全国調査では、eラーニング教材を含む webシステム
の身体障害学生にとってのアクセシビリティは全体として低く、e ラーニング実践で実績ある
(実践成果が見えている)機関を全国各エリアから抽出した面接調査では、「通常学生への対応で
手いっぱい」「障害学生に対応する時間や人手の余裕がない」「対応を外注する予算はない」と、
ユーザビリティ等の検討・向上が今後の課題とされている現状が確認された。 

 

(4)そこで我々は障害のある学習者へのブレンディドラーニング施行によるユーザビリティの
包括的検討、利用モデルと簡易解決法の提案、利用時ワークロードとその要因、品質特性の検
討を実施し、解決法例を提案した。その過程で、個人化適合性やタスク適合性等の相互作用設
計のためのダイアログ原則の現状・問題とその要因、それらと利用時ワークロードやユーザビ
リティを含む品質特性との関係の分析・検討が、ブレンディドラーニングの有効活用上必要と
されていることがわかってきた。 

 

２．研究の目的 

高等教育機関や他の教育機関において特別な教育上のニーズを有する学習者への教育、特別支
援教育にブレンディドラーニングを有効活用する方法を検討するため、ブレンディドラーニン
グ教材・学習システムの利用効果に影響する可能性のある相互作用設計のためのダイアログ原
則の現状、問題点とその要因を明らかにする。また、それらと、利用時ワークロード、及びユ
ーザビリティも含む品質特性との関係の分析を行い、ブレンディドラーニングの有効な活用方
法の具体例を提案する。 

 

３．研究の方法 

(1)障害等の特別な教育上のニーズを有する学習者の学習場面への参与観察、面接調査、心理ア
セスメント等を実施した。 

 

(2)現有のブレンディドラーニング教材とシステムを用いて学習支援を事例的に実践した。その
際、これまで用いてきた人間中心設計の定性・定量的手法と視線測定を組み合わせ、利用効果
に影響する可能性のある相互作用設計のためのダイアログ原則に関連するエピソード、利用時
ワークロードに関連するエピソード、ユーザビリティも含む品質特性に関連するエピソードを
収集・分析した。 

 

(3)障害等の特別な教育上のニーズを有する学習者への教育、特別支援教育に用いられているブ
レンディドラーニング教材・システムにおけるダイアログ原則の現状を評価した。 

(4)改良開発したブレンディドラーニング教材・システムのダイアログ原則と品質特性の評価、
利用時ワークロードの測定を実施した。 

 

(5)ブレンディドラーニング教材・システムのダイアログ原則の現状・問題と利用時ワークロー
ド及び品質特性との関係を検討した。 

 

(6)ブレンディドラーニング教材・システムのダイアログ原則の現状・問題と利用時ワークロー
ド及び品質特性の関係を踏まえ、特別支援教育用ブレンディドラーニングの有効活用法の具体
案を例示した。 

 

４．研究成果 

(1)対象とする特別な教育上のニーズを有する学習者の困難さと支援ニーズを把握した。 

 

(2)特別な教育上のニーズを有する学習者を対象に、現有のブレンディドラーニング教材・シス



テムを用いた支援を事例的に実践し、その経過、効果を追跡する中で、観察、視線測定、評定
尺度法、面接等によって、ダイアログ原則関連エピソード、ワークロード関連エピソード、品
質特性関連エピソードとして利用時の負担感・満足度・戸惑い感等の程度、利用の状況と利用
効果、利用の円滑さや間違い等の詳細、今後の継続利用の希望、利用時の視線等を収集・分析
した。 

 

(3)特別支援教育用ブレンディドラーニング教材・システムの相互作用設計のためのダイアログ
原則の現状・問題と要因、及び品質特性の分析を実施した。具体的には、現有のブレンディド
ラーニング教材・システム、改良版のブレンディドラーニング教材・システムと修正版のダイ
アログ原則・品質特性評価用課題を用い、ペーパープロトタイピング、エキスパート評価、パ
フォーマンス測定、事後面接の手法を応用して、相互作用設計のためのダイアログ原則と利用
時品質特性の評価、利用時ワークロードの測定を実施し、ダイアログ原則の現状を検討した。 

 

(4)特別支援教育用ブレンディドラーニング教材・システムのダイアログ原則と、利用時品質特
性、利用時ワークロードとの関係分析を行った結果、ブレンディドラーニング教材・システム
における利用者の期待への一致、個別化適合性等のダイアログ原則の問題が、信用性、快適性、
柔軟性、利用状況完全性等の利用時品質における問題に関連していること、ダイアログ原則や
利用時品質におけるこれらの問題が身体障害学生にとっての利用時ワークロードの要因である
ことが示唆された。 

 

(5)問題と要因を踏まえ、特別支援教育用ブレンディドラーニングの有効活用法の具体案を例示
した。 
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